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視
覚
障
害
者
へ
の
医
療
の
対
応
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て

き
た
。
失
明
に
対
す
る
定
義
も
、
片
眼
失
明
、
両
眼
失
明
に
分
け

て
調
べ
て
い
た
も
の
が
、
戦
後
に
は
視
覚
障
害
と
し
て
、
両
眼
の

障
害
の
か
か
わ
り
（
合
計
）
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
一
九
五
○
年
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
福
祉
法
の
視

覚
障
害
等
級
も
、
一
九
九
五
年
四
月
に
、
視
野
狭
窄
を
も
勘
案
し

て
改
正
さ
れ
、
視
力
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
視
機
能
障
害
に

対
す
る
認
識
が
徐
々
に
深
ま
っ
て
い
る
。

同
様
に
、
こ
れ
ま
で
「
見
え
る
」
か
「
見
え
な
い
」
と
い
う

「
量
」
的
な
区
別
だ
け
で
処
理
さ
れ
て
き
た
問
題
か
ら
、
治
癒
不
可

能
な
疾
患
患
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
の

か
、
と
い
う
「
質
」
的
な
新
た
な
課
題
へ
の
関
心
と
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
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そ
の
根
底
に
は
、
近
年
の
視
覚
障
害
原
因
と
な
る
疾
患
の
変
化

と
高
齢
視
覚
障
害
者
の
増
加
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

前
報
で
は
、
視
覚
障
害
者
の
心
理
的
側
面
に
関
す
る
医
療
の
対

応
に
つ
い
て
紹
介
し
た
が
、
今
回
の
報
告
に
お
い
て
は
、
疾
病
構

造
の
変
化
、
医
療
技
術
の
進
歩
が
、
失
明
原
因
、
視
覚
障
害
原
因

の
推
移
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
歴
史
的
に
た
ど
る

と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

主
た
る
資
料
と
し
て
は
、
厚
生
省
の
身
体
障
害
者
実
態
調
査
統

計
お
よ
び
眼
科
雑
誌
に
見
ら
れ
る
盲
人
の
失
明
原
因
調
査
報
告
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
と
と
も
に
、
現
在

筆
者
が
進
め
て
い
る
患
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
記
録
か
ら
採
用
し

た
。（

１
）
日
本
に
お
け
る
視
覚
障
害
原
因
の
推
移

最
初
に
失
明
に
関
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
八
九
八
年

の
眼
科
雑
誌
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
失
明
原
因
、
失
明
者
に
つ
い

て
の
統
計
に
関
す
る
報
告
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

大
多
数
は
、
母
集
団
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
開
眼
検
診
成
績
の
報

告
で
あ
り
、
ま
た
障
害
者
数
に
関
し
て
も
自
己
申
告
制
の
た
め
、

現
在
も
正
確
な
視
覚
障
害
者
実
数
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
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厚
生
省
の
身
体
障
害
者
実
態
調
査
統
計
お
よ
び
文
献
に
よ
る

と
、
戦
前
の
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
五
年
に
か
け
て
失
明
率
は

減
少
し
て
い
た
が
、
抗
生
物
質
の
普
及
に
よ
り
、
戦
後
初
期
ま
で

に
ト
ラ
コ
ー
マ
、
淋
菌
性
結
膜
炎
な
ど
の
感
染
症
が
さ
ら
に
減
少

し
た
。
そ
れ
以
降
、
失
明
原
因
、
失
明
疾
患
も
感
染
症
や
栄
養
障

害
が
減
少
し
、
先
天
性
素
因
（
遺
伝
性
疾
患
）
の
比
重
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
報
は
、
そ
の
後
の
失
明
予
防
対
策
を
考

え
る
上
で
、
重
要
な
資
料
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
六
八
年
か
ら
一
九
八
八
年
ま
で
の
東
京
都
心
身
障
害
者
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
視
覚
障
害
の
実
態
と
そ
の
推
移
で
は
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
難
治
性
疾
患
に
よ
る
高
度
障
害
が
増
加
し
、
障
害
原

因
疾
患
の
一
位
は
網
膜
色
素
変
性
症
で
あ
る
。
そ
の
た
め
残
存
視

機
能
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
い

（
２
）
現
在
の
医
療
の
課
題
と
可
能
性

医
療
技
術
の
急
速
な
発
達
は
、
疾
病
構
造
の
変
化
を
促
し
、
そ

れ
と
対
応
す
る
よ
う
に
出
生
前
診
断
、
遺
伝
子
治
療
と
い
う
高
度

医
療
技
術
の
結
果
派
生
す
る
問
題
な
ど
、
医
学
の
枠
内
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
が
増
え
て
い
る
。
網
膜
色
素
変
性
症
に
お
い

る
○

て
も
、
①
告
知
②
正
確
な
情
報
提
供
③
遺
伝
に
対
す
る
正
確
な
情

報
提
供
、
な
ど
患
者
ｌ
医
療
者
と
の
関
係
性
が
今
後
の
課
題
と
な

ブ
（
〕
Ｏ

海
外
で
の
視
覚
障
害
に
対
す
る
対
応
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ア

メ
リ
カ
で
は
加
齢
性
黄
班
変
性
症
が
主
要
原
因
で
あ
る
た
め
に
、

平
均
年
齢
六
○
代
以
降
の
患
者
へ
の
対
応
が
主
で
あ
る
。
日
本
も

同
疾
患
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
一
九
七
八
年
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
世
界
の
失
明
者

数
の
推
定
に
よ
る
と
、
視
力
○
・
一
以
下
の
視
力
障
害
者
の
九
割

以
上
が
、
発
展
途
上
国
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
在
に
お
い
て
も
、

ト
ラ
コ
ー
マ
な
ど
依
然
と
し
て
感
染
症
に
よ
る
失
明
が
多
い
。
そ

の
対
策
が
未
だ
重
要
な
課
題
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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